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業である｡本研究は一体型緩衝材とPEM (Pre-assembled Engineering barrier system Module)方式
による処分坑道横置き定置方式の可能性を検討したもので､全麗6章よりなる｡
第1章は序論であり､本研究の背景と目的を述べている｡
第2章は小型ブロックから構成される人工バリヤの､ブロック間に生じる隙間の問題を解決するこ
とを目的として･緩衝材ブロックの主要部分を一体成型する一体型緩衝材の枚念と､処分坑道横置き定
置システムを前提とした･ P棚の荷重分散型搬送･定置システムの概念を提案するもので､極めて重要
な成果である｡
第3章ではベントナイトとけい砂からなる緩衝材を､冷間等方圧縮技術を用いて一体成型する方法
を提案するとともに､実規模形状の70%スケールの一体型緩衝材の成型体を製作し､所定の乾燥密度と
けい砂混合率を持つ一体型ブロックを精度良く製作できることを示したもので､これは有用な知見であ
る｡
第4章は前章で製作した一体型緩衝材のハンドリング方法を提案している｡実環境でのハンドリン
グを想定した一体型緩衝材の加振試験を行い､成型した一体型緩衝材が十分な強度を持つことを示すと
ともに･実際にハンドリング試験を行い､一体型緩衝材のハンドリングが問題なく行えることを示して
いる｡これは有用な成果である｡
第5章では･ PEMを用いた処分坑道横置き定置方式を想定して､エアペアリングを用いた空庄支持荷
重分散型搬送システム･ 2自由度車輪を用いた坑道内姿勢制御機椿､エアジャッキによる除荷システム
から構成される搬送･定置ロボットを試作し､実験によって､ PEMとのクリアランスが小さい狭隆な処
分坑道内でのPEMの搬送･定置作業が可能なことを示すとともに､実規模システムでの成立性について
検討している｡これは有効かつ重要な成果である｡
第6章は結論である｡
以上要するに本論文は.一体型緩衝材とPEM方式を用いた処分坑道横置き定置方式の搬送･定置シス
テムを提案し･その可能性を検討したもので.バイオロボテイクスおよび機械工学の発展に寄与すると
ころが少なくない｡
よって､本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める｡
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